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水緑文化 裸でコミュニケーション

銭湯

市
内
に
あ
る
銭
湯
の
数
は
二
十
。

家
庭
に
ふ
ろ
が
す
っ
か
り
定
着
し
て

し
ま
い
、
銭
湯
に
行
く
人
も
少
な
く
な

っ
て
き
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
銭
湯

は
健
在
。
湯
ぶ
ね
の
中
も
に
ぎ
や
か
で

す
。孫

を
連
れ
て
来
る
お
年
寄
り
、
友
達

と
遊
ん
だ
あ
と
汗
を
流
し
に
来
る
小
学

生
、
壁
を
隔
て
て
夫
婦
で
湯
に
つ
か
る

人
も
い
ま
す
。

湯
気
の
立
ち
込
め
る
中
、
大
き
な
浴

槽
で
手
足
を
伸
ば
す
の
は
気
持
ち
の
よ

い
も
の
で
す
。

背
中
を
流
し
合
う
親
子
の
会
話
や
、

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
近
所
の
人
と
す
る
世

間
話
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
す
。
昔

か
ら
、
銭
湯
は
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

た
ま
に
は
あ
な
た
も
伸
び
伸
び
と
、

レ
ッ
ツ
銭
湯
!

※
市
内
四
ヵ
所
の
銭
湯
に
取
材
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広い湯ぶねが待っています



計
画
を
と
も
に
進
め
る
た
め
に

女
性
行
指
計
画
設
置
推
進
協
議
会
を
設
置

近
年
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く

社
会
的
・
経
済
的
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

女
性
の
ラ
イ
フ

ー
サ
イ

ク
ル

や
意
識
も
変
化
し
、
仕
事
や
社

会
活
動
へ
の

参
加
な
ど
、
女
性

の
進
出
は
目

覚
ま
し
い

も
の
が

あ
り
ま
す

。

し
か
し
、
そ
の
反
面

、
慣
習

や
社
会
通
念
な
ど
に
よ
る
女
性

の

能
力
や

適

性
に

対
す

る

偏

見
、
性
に
よ
る
役
割
分
担
意
識

が
、
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
も

現
実
で
す
。

本
当
の
豊
か
な
社
会
と
は
、

女
性
と
男
性
が
互
い
の
個
性
を

尊
重
し
、
自
立
し
、
と
も
に

支

え
合
い
、
と
も
に
参
加
す
る
社

会
で
す
。

平
成
3

年
6
月
に
策
定
し
た

「
松
戸
市
女
性
行
動
計
画
」
は
、

西
暦
一
宇

年
を
目
指
し

、
男
女

共
同
参
加
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
市
が
総
合
的
な
施
策
を

展
開
す
る
基
本
計
画
で
す
。

計
画
を
実
施
す
る
に

は
、
市

民
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
て

推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
民
と
学
識

経
験
者
で

構
成
さ
れ
る
、
松
戸

市
女
性
行
動
計
画
推
進
協
議
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

8
月
2
9日
に
は
委
嘱
式
に
続

い
て

第
一
回
会
議
が
行
わ
れ
、

会
長
に
大
塚
祐
子
さ
ん

、
副
会

長
に

は
木
村
敬
子
さ
ん

が
そ
れ

ぞ
れ
選

ば
れ
ま
し
た

。

女
性
行
動
計
画
推
進
協
議
会

の
委
員
の
任
期
は
二

年
で

、
行

動
計
画
と
第
一
次
実
施
計
画
の

推
進
に
つ
い
て

の
協
議
・
提
言

や
、
第
二
次
実
施
計
画
策
定
の

た
め
の
調
査
、
研
究
を
し
て
い

き
ま
す
。

蠢
女
性
課
'
‘
6
2
-
5
6
9
5番

今
、
女
性
は
社
会
進
出
を
は
じ
め
、
自
分
を
見
直

し
て
い
る
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

社
会
の
仕
組
み
を
論
じ

る
時
代
か
ら
、
女
性
の
自

己
実
現
の
意
識
に
つ
い
て
論
ず
べ
き
時
代
に
な
っ
て

き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

女
性
に
さ
ら
に
ワ
ン

ー
ス
テ
ッ

プ
踏
み
込
ん
で
、

自
分
の
人
生
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
て

も
ら
い
た

い

。
そ
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

推進協議会会長

大塚 祐子さん

市
長
を
囲
ん
で
の
第
一
回
会
議

夢 のある ま ちづくり のた めに 、松戸 市で は 現在 、

第5 次 総合5 か年 計画( 平成6 年 度~10 年度) の

策 定の 基礎 資料 とな る 、市民 意 識調 査を 実施し て

い ます。

ア ンケ ート 調査票 が届き まし たら 、ご 確 認 の上 、

9 月24 日 困 まで にご 返送く ださ い。

醋企 画 課

市民意識調査を実施中

推
進
協
議
会
委
員

今
井

和
夫
さ
ん

女性には女性の、男性には男性としての個性があり

ます。大切なのは互いに理解しょうとすることではな

いでしょうか。

この協議会には、女性だけでなく男性の委員もいま

す。一方の性の意見に偏ることなく、女性行動計画を

進めていきたいと思っています。

参加者を募集中

市民健康づくりの集い
皆さんの参加をお待ちし てます

第14回市民健康づくりの集いの行事案内

行 事 名 日 時 会場 内 容 定員 費用 申 し 込 み

糖尿病会食会

10/24 出

午前11時~

午後1 時30分

ボツクスヒル8 階

クリスタルホール

糖尿病患者と家族を対象に、患

者用に調理された料理を会食し、

医師・栄養士などガアドバィス

60人 2,500円

電話で健康管理課

保健計画係へシルバーお楽しみ

料理教室

10/24( ±)・25(日)

午前10時~

午後3 時

市民会館
65歳以上の人たちとボランティア

団体との調理実習と会食会

両日とも

40人

無 料

エアロビクス

エクササイｽズ

10/24 日

午後2 時~

3時30分

健康増進

センター

親と子(5 歳~12歳) で組を作り

ダンスやゲームをします。
25組

9/21( 月)午前9 時から

電話で健康増進センター

S68-1814 番

ゲートボール

大会

10/24( ±)・25(日)

午 前9 時~

午後4 時

金ヶ作公園

野球場

1チーム8 人の大会形式

年齢制限なし 10/13C火)までに

直接スポーツ課

(運動公園内・

063-9241 番) へ
グラウンド ・

ゴルフ大会

10/25 日

午前9 時~

午後4 時

古ヶ崎河川敷

サッカー・

ラグビー場

1 チーム6 人の大会形式

年齢制限なし

女性行動計画推進協議会の委員

今 井 和 夫 PTA 連絡協議会役員

大 塚 祐 子 松戸市立古ヶ崎小学校校長

小 倉 純 夫 弁護士

木 村 敬 子 聖徳大学助教授

草 間 泰 子 3年度女性のつどい実行委員長

佐 藤 カヅミ 主婦

白 子 ときよ 松戸市婦人団体連絡会

鈴 木 恵 子 3年度女性のつどい総務

高 木 照 美 主婦

中 山 恵 宏 民生児童委員

平 川 和 子 東京フェミニスト セラピーセンター代表

広 田 恒 子 医師

深 山 久 恵 自営業

森 谷 茂 樹 松戸青年会議所専務理事

渡 辺 則 子 主婦

県

の

緊

急

融

資

制

度

対
象
県
内
で
一
年
以
上
同
一

事
業
を
営
ん
で
お
り
、
⑥
人
手

不
足
に
よ
り
経
営
上
著
し
い
困

難
が
あ
る
⑧
最
近
三
ヵ
月
の
平

均
売
上
高
が
前
年
同
期
比
で
一

0
%
減
少
し
て
い
る
事
業
者

申
込
期
間
⑤
平
成
5
年
3
月
3
1

日
ま
で
⑧
1
2
月
3
1
日
ま
で
取

扱

金

融
機

関

千

葉

銀
行

・

千

葉

興

業

銀

行

・
京

葉

銀

行

・
商

工

中

金

・

県
内

に

本

店
の

あ

る

信

用

金

庫

茴

松

戸

商
工

会

議

所

音
6
4
-
3

1
1
1

番

へ 運転資金 設備資金

融資限度額 3,000万円 6,000万円

融資利率 年4.6%

返済期間
5年以内

(据え置き1年以内)

7 年 以 内

( 据え置き6ヵ月以内)

信用保証料 年0.9% 以内

融資限度額 3,000万円

融資利率 年4.0%

返済期間
5年以内

(据え置き1年以内)

信用保証料 年0.8% 以内

[
人
手
不
足
対
策
緊
急
資
金
一
緊
急
景
気
対
策
資
金
一

豪Ａ・Ｂとも連帯保証人1人以上、場合によって担保必要

豪県中小企業振興資金の融資期間の期間内での延長も実施

していますo※Ａの運転資金は設備リース資金に限ります。

千

葉

県

信

用

保

証

協

会

の

保

証

付

融

資

対

象

県

内
で

同
一

事

業
を

一

年

以
上

営
ん

で

い

る

中
小

企

業

融

資

限

度
額

内

容

に
よ

り

四

百

五

十

万

円
~

一

億

二

千

万

円

信

用

保

証
料

五

十
万

円

以

下
=

年

〇

・
五

五
%

～

百
万

円

超
=

年

一
%

圃

各
金

融

機

関

等

頽

県
信

用

保

証

協
会

｀
一
0
4
3
-
2
4
7

-
0
7
1
1

番

退

職

金

づ

く

り

は

中

小

企

業

退

職

金

共

済

制

度

で

特

色

①

国
の

制

度

な
の

で

安

全

・
確

実

・

有
利

②
企

業
の

実

建

築

協

定

で

住

み

よ

い

建

築

基
準

法

に

合

っ
て

い

る

建

物
で

も
、

日

照

・

通
風

・

プ

ラ

イ

バ
シ

ー
に
つ

い

て

、

問

題

が

生
じ

る
こ

と

が

あ
り

ま

す

。

建

築
協

定

は

、
こ

の

よ

う
な

こ

と

を

未

然
に

防
止

す

る

た
め

の

手
段

の

一
つ

で

す

。

こ

の

制

度
は

、
住

み

よ
い

街

づ
く

り

の

た

め

、
一

定

区
域

の

土

地

・

建

物
の

所

有

者

全
員

の

態
に
合
っ
た
退
職
金
づ
く
り

③

掛
金
の
一

部
と
制
度
の

運
営
費

は
国
が
負
担

④
掛
金
は
税
法
上

損
金
・
必
要
経
費
と
し
て
全
額

非
課
税
な
ど

掛
金
月
額
四
千

円
か
ら
二
万
六
千
円
ま
で

醋
中
退
金
相
談
コ

ー
ナ
ー
登
0
3

-
3
4
3
6
1
4
3
5
1

番

中

小

企
業

設
備

近
代

化

資
金

制

度

の

ご
案

内

貸
付
額

設
備
費
の
二
分
の
一

以
内
で
三
千
万
円
ま
で

返
済

方
法

一
年
据
え
置
き
四

年
均
等

返
済

蠢
県
庁
金
融
課
登
0
4
3
亠

心
-
2

7
1
3

番

街
づ
く
り
を

合
意
で
、
基
準
以
外
の
協
定
を

定
め
る
も
の
で

す
。

協
定
は
市
長
の
認
可
を
受
け

て
公
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に

建
築
協
定
の
概
要

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
建
築
指
導
課

と
各
支
所
窓
口
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

黯
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

未

来

の

松

戸

に

向

け

て



みんな集まれ/
会場

交 と 制
交通

第19回松戸まつ

り

10月3日土・4日

四
十
六
万

市
民
の
祭
典
松
戸

ま
つ
り
が
、
1
0月
3
日
出
・
4

日
㈲
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て

開

催
さ
れ
ま
す
。

こ

ど
も
仮
装
パ
レ

ー
ド
、
音

楽
パ
レ

ー
ド
、
素
人
の
ど
自
慢

決
勝
大
会
な
ど
、
楽
し
い
催
し

物
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま

す
。日

時
・
:
1
0月
3
日
出

・
4
日

㈲
、
午
前
1
0時
~
午
後
4

時
3
0

分
会
場
:
松
戸
駅
東
口
・
西
口

広
場
周
辺

催
し
物
…
右
表
参
照

会
場
と
交
通
規
制
・
:左
図
参

照
。
な
お
、
ま
つ

り
の

期
間
中

は
、
バ
ス
停
留
所
と
タ
ク
シ

ー

乗
り
場
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

憇
商
工

課
事
業
係

好評だつたこども仮装パレード(昨年の松戸まつりから)

期 日 会 場 催 し 物 催 し 物

音楽パレード

3日= 午後2 時
3山 松戸駅周辺

3圉

松戸駅西口周辺

・民謡パレ ード 午前11時~

4(日)
・民謡パレ ード 午前11時~

・こども仮装パレード 午前10時30分~

3出
特 設 舞 台

・青空演奏会ほか

4(日) ・素人のど自慢決勝大会ほか

3出

4(日)

歩行者天国

( 松戸駅西口

松戸駅東口)

・バザール

・私の趣味の店

・ふるさと県人会(特産品などの販売)

・くらしの安全展

・税の広場

3山

松戸駅西口

デッキ上

・特設行政相談コーナー 午後1 時~4時

・下水道相談コーナー

3圉

4(日)

・なんでも相談コーナー( 占い)

・宅地建物相談コーナー

・ごみ減量キャンペーン

・松戸まつり本部

3(土)

西 口 公 園

・警察犬訓練

・ドッジ弾平サイン会

・まちかど号

4(日)

・昔のあそび

・金魚すくい

・国民年金広場

・まつど街と水辺の緑化基金コーナー

3倒

東口駅前広場

・鮮魚大廉売 ・民謡

3山

4(日)

・歌謡ショ ー

・ヨーヨーつり

4(日) ・青果物大廉売 ・プラスバンド

2廁

～ 4(日)

文化ホール ・小中学生観光絵画展

3(土)
伊勢丹前広場

・農産物品評会と即売会 ・愛の献血運動

4(日) ・愛の献血運動

3出

4(日)
ふれあい通り

・古本市

・フラワーセール

あ
な
た
は
ど
う
付
き
合
い
ま
す
か
・
・
・

松
戸
市
消
費
生
活
展
を
開
催

今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る

「
松
戸
市
消
費
生
活
展
」
が
、

1
0月
1

日
出

か
ら
6

日

㈹
ま

で
、
伊
勢
丹
六
階
ア

ー
ト
ホ
ー

ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は

、
年
金
の
話
や
、
高

齢
化
に
伴
う
衣
・
食
・
住
・
福

祉
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
取
り

上
げ
て
い

ま
す

。

皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

展

示

内

容

豊
か
な
老
後
を
め
ざ
し
て
…

年
金
を
中
心
に
、
老
後
の

生
活

の
安
定
を
考
え
ま
す
。

老
い
て
ま
す
ま
す
美
し
く
…

高
齢
者
の

装
い
は
、
地
味
に
な

り
が
ち
で

す
。
T
P
O

に
合
わ

せ
た
装
い

の
提
案
を
し
ま
す
。

健
や
か
な
食
生
活
の
た
め
に

…
高
齢
者
が
必
要
と
す
る
栄
養

を
、
ど
う
す
れ
ば
取
り
や
す
く

な
る
か

考
え
て
み
ま
し
た
。

こ
ん
な
住
ま
い

・
こ
ん
な
街

い
い
な
…
高
齢
者
の
家
庭
で
の

介
護
を

考
え
、
住
ま
い
の
改
築
・

改
善
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
街
並
み
に

暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が

ち
の
高
齢
化
社
会
を
、
フ
ア
ツ

シ
ョ
ン

ー
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
多

様
な
生
活
設
計
を
持
っ
て
明
る

く
生
き
て
ゆ
き
ま
し
よ
う
。

今
回
は
、
高
齢
化
社
会
の
中

で
の
消
費
者
と
し
て
の
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

つ
い
て

も
、
高
齢
者
の
視
点
に

立
っ
て

調
べ
て
み
ま
し
た
。

利
用
し
よ

う
シ
ル

バ
ー
サ
ー

ビ
ス
…
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

制
度
、
特
に
家
庭
・
施
設
介
護

に
つ
い
て
の
制
度
を
紹
介
し
ま

す

。介
護
用
品
の
い
ろ
い
ろ
・
:約

二
百
人
の
調
査
結
果
を
基
に

、

便
利
な
介
護
用
品
を
紹
介
し
ま

す
。
情
報
交
換
の

場
と
し
て

も
、

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

計
量
コ

ー
ナ
ー
…
お
も
さ
あ

て

ク
イ

ズ
・
健
康
測
定
の
実
施

や
、
計
量
の
歴
史
パ
ネ
ル
の
展

示
で

、
計
量
に
つ
い
て
楽
し
く

勉
強
が
で
き
ま
す
。

日
時
・
:
1
0月
1

日
困
~
6

日

㈹
、
午
前
1
0時
~
午
後
7

時
(
6

日
は
午
後
3

時
ま
で
)

費
用
…
無
料

企
画
・
運
営
・
:松
戸
市
消
費

生
活
展
実
行
委
員
会

圜
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

消費生活展実行委員長

文入加代子さん

あ
な
た
の
健
康

日
本
人
の
寿
命
は
食
生
活
の
向
上
や

医
学
の
進
歩
な
ど
で
順
調
に
延
び
て
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
高
齢
者
の
数
が

多
く
な
り
、
長
く
な
っ
た
老
後
の
生
活

を
い
か
に
し
て
健
康
で
過
ご
す
か
は
、

大
き
な
問
題
で
す
。

老

化

は

病

気

で

は

な

い

不
老
長
寿
は
古
代
か
ら
の
人
間
の
夢

で
す
が
、
現
代
の

進
歩
し
た
医

学
で

も

老
化
を
防
ぐ
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん

。
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
成

熟

期
を
過
ぎ
年
を
と
る
と
、

時
間
の
経
過
と
共
に

、
徐
々

に

各
器
官
が
萎
縮
し
て
働
き

が
悪
く
な
り
、
体
全
体
が
衰

え
て

き
ま
す
。
こ

れ
を
老
化

と
呼
び
、
こ

の
世
に

生
ま
れ

た
者
の

宿
命
で

す
。

老
化
の

進
み
方
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、
運
動
能
力

や
生
殖
能
力
が
ピ
ー
ク
に

達

す
る
時
期
(
三
十
歳
ご
ろ
)
を

過
ぎ
る
と
、
年
齢
に
ほ

ぼ
比

例
し
て
全
身
の
生
理
的
な
機

能
が
衰
え
て
き
ま
す
。

し
か
し

予
備
力
が
豊
か
な

壮
年
期
は
、
あ
ま
り
衰
え
を

自

覚
し
ま
せ
ん

が
、
予
備
力

が
減
少
す
る
老
年
期
に
は
、

体

の
衰

え
を

感
じ

る
よ

う
に

な

り
ま

す
。
四
十
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
は
、
次
第

に
頭

髪
が
白
く
な
っ
た
り
、
薄
く
な
っ

た
り
し
ま
す
が
、
老
年
期
に
近
づ
い
た

こ
と
を
自
覚
す
る
の
は
老
眼
に

な
っ
て

か
ら
で
す
。

六
十
を
過
ぎ
る
と
、
臭
覚
や
聴
覚
な

ど
の

働
き
も
衰
え
始
め
ま
す
。
人
間
の

最
も
大
切
な
精
神
的
な
能
力
は
、
衰
え

る
も
の
と
衰
え
な
い

も
の

が
あ
り
、
無

意
味
な
数
字
な
ど
の

暗
記
力
は
衰
え

ま

す
。
し
か
し
価
値
の

あ
る
記
憶
を
持
ち

続
け
て

、
物

事
を
総
合
的
に
判
断
す
る

能
力
は
深
ま
り
ま
す
。

老
化
に
よ
る
全
身

的
な
機

能
変
化

①
予
備
力
が
減
少
す
る
た
め
、
普
通
の

生
活
に
支
障
は
な
く
て
も
、
何
か
負

担
が
か
か
る
機
能
障
害
を
起
こ
す
よ

う
に
な
る
。

②
防
衛
反
応
が
低
下
す
る
た
め
、
病
原

菌
な
ど
の
外
敵
か
ら
身
を
守
る
抵
抗

力
が
弱
く
な
る
。

③
回
復
力
が
低
下
す
る
た
め

疲
労
や
傷
な
ど
の
回
復
に

時
間
が
か
か
る
。

④
適
応
力
が
減
退
す
る
た
め

外
界
の
変
化
に
う
ま
く
適

応
で
き
な
く
な
る
。

な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
健
康
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
不

利
な
条
件
で
す
。

活
動

的
な
お
年

寄
り
は

若
々
し
さ
が
保
て
る

適
度
な
活
動
は
不
自
然
な

老
化
の
予
防
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

老
化
が
進
ん
で
も
意
欲
的

な
生
活
を
続
け
れ
ば
、
衰
え

た
機
能
を
衰
え
な
い
機
能
で

カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
常
に
活
動
的
な
人
は
、
年
を
と
っ

て
も
若
々
し
さ
が
保
て

ま
す
。

従
っ
て

お
年
寄
り
が
健
康
で
あ
ろ
う

と
す
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
毎
日
体
操

や

散
歩
を
し

た
り
し
て

、
年
相
応
の
健

康
法
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

、
俳
句

や

和
歌
を
作
っ
た
り
芸
術
的
な
活
動
や

読
書
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

で

き
れ

ば
お
年

寄
り

ぽ
か
り
で

な

く
、
若
い
人
も
一
緒
に
な
っ
て
の

教
養

サ
ー
ク
ル
活
動
は
励
み
に
も
な
り

、
精

神
的
な
健
康
を
保
つ
た
め
に
役
立
ち
ま

す
。
(

松
戸
市
医
師
会
)

老 化 と 健 康

松戸駅西口駐車場がお休みします

歩行者天国内は10月3 日出・4 日日とも午前9 時30分~午

後5 時30分の間、交通規制が行われます。

また、2 日廁午後10時から5 日(月)午前8 時30分までの間、

松戸駅西口地下駐車場の営業を休止します。この期間中の車

の出し入れはできませんので、ご注意ください。

醴交通規制…松戸商工会議所≪64 ―3111番、松戸駅西口地下

駐車場…再開発課松戸駅周辺整備室

昨年の消費生活

展から



環境白書

住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

きれいな水は私たち の生活に潤いを与えてく れます

環
境
白
書
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
市
内
の
環
境

の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
各
種
の

施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水

質

汚

濁

市
内
を
流
れ
る
河
川
の

水
質

(
B
O
D
)
は
環
境
基
準
を

大
幅

に
超
え
て

お
り
、
河
川

浄
化
に

は
、
汚
濁
の
主
な
原
因
で
あ
る

生
活
排
水
の
対
策
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は

、
生
活
排
水
対
策
と

し
て

、
下
水
道
の
普
及

促
進
、

家
庭
で
で
き
る
浄
化

対
策
の
推

進
や
啓
蒙

、
河
川
直
接

浄
化
施

設
の

設
置
、
河
川
に

常
設
し
た

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
に
溜
ま
る
ご

み
や
ス

カ
ム
(
浮
遊
汚
泥
)
の
除

去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
3

年
度
に

は
、「
水
環
境

管
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

多
様
な
生
き
物
が
す
み

、
人
々

と
ふ
れ
あ
え
る
「
生
き
た
川
の

流
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い

ま
す

。
ま
た
、

こ
の
計
画
の
中
心
的
な
柱
で

あ

る
き
れ
い
な
水
の

復
活
を
目
指

し
た
「
生
活
排
水
対
策
推
進
計

画
」
も
併
せ
て

策
定
し
ま
し
た
。

こ

れ
ら
の

計
画
に
基
づ
い
て

総
合
的
に
各
種
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

を

良
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
河
川

浄
化
は
も
と
よ
り
、「
生
き
た
川

の
流
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

進

め
て
い

き
ま
す
。

地
下

水

市
内
の
全
体
的
な
概
況
調
査

で
は

、
既
に
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン

等
の
有
機
塩
素
系
化
学
物

質
に
よ

る
地
下

水
汚
染
が
判
明

し
て
い
る
地
域
(
和
名
ヶ
谷
・
稔

台
地
区

、
松
飛
台
地
区
、
紙
敷

地
区
、
六
実
地
区
、
栗
山
地
区
)

以
外
で
の
新
た
な
汚
染
は
、
発

見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
下
水
は
一
度
汚
染
さ
れ
る

と
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
非

常
に
困
難
な
た
め
、
有
機
塩
素

系
化
学
物
質
を
使
用
し
て
い
る

事
業
場
に
立
入
検
査
を
行
う
な

ど
、
新
た
な
汚
染
の
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

今
年
の
1
月
か
ら
は
、
和
名

ヶ
谷
・
稔
台
地
区
に
続
き
、
松

飛
台
地
区
で
も
地
下
水
く
み
上

げ
処
理
施
設
の
運
転
が
始
ま

り
、
汚
染
物
質
の
除
去
と
拡
散

防
止
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染

市
内
の
大
気
汚
染
は
、
二
酸

化
硫
黄
と
一
酸
化
炭
素
で
は
環

境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す

が
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
・
二
酸

化
窒
素
・
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
で
は
、
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

空
気
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

に
は
、
年
々
増
加
す
る
自
動
車

の
対
策
が
重
要
で
す
。
国
や
県

で
は
、
広
域
的
な
問
題
と
し
て

自
動
車
の
規
制
や
道
路
対
策
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、

ま
だ
改
善
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

自
動
車
公
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

協

力
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

自
動
車
の
利
用
を
控
え
め
に
し

た
り

、
エ
ン
ジ
ン
の
空
ぶ
か
し

や

急
発
進
・
急
加
速
を
し
な
い

環
境
に
や
さ
し
い

運
転
を
す
る

な
ど

、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
気
汚
染
に

関
す
る
苦
情
の

ほ
と
ん
ど
は
、
ば
い
煙
に
よ
る

も
の
で

す
。
住
宅
地
で
の

ご
み

の
焼
却
は
、
洗
濯
物
を
汚
す
な

ど
近
所
に

迷
惑
を
か
け
る
こ

と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注

意
し
て

く
だ
さ
い
。

騒

音

市
内
の

環
境
騒
音
を
測
定
し

た
結
果
、
測
定
地
点
の
う
ち
六

六
%
の
地
点
で
は
環
境
基
準
が

達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
道
六

号
線
の
自
動
車
騒
音
を
測
定
し

た
結
果
で
は
、
環
境
基
準
を
超

え
て
お
り
、
今
後
の

道
路
整
備

等
が
望
ま
れ
ま
す
。

昨
年
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
騒

音
苦

情
は

苦

情
全

体
の

約
六

〇
%

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
訳
は
、
建
築
・
土

木
工

事

に
伴
う
も
の

が
最
も
多
く
、
次

に
商
店
・
飲
食
店
の
騒
音
と
な

っ

て

お
り

、
こ

の

二
つ

で

五

五
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
通
機
関
や
洗
車
場
・
給
油
所

へ
の
苦
情
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

家
庭
生
活
の

近
隣
騒
音
は

、

話
し
合
い
に
よ
り
お
互
い
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
、
解
決
し

た
い
も
の
で

す
。

振

動

振
動
苦
情
件
数
は
、
こ
こ

数

年
横
ば
い
で
、
建
設
作
業
・
土

砂
(
資
材
)
置
場
で
の
重
機
作
業

に
よ
る
苦
情
が
大
半
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
で

は
、
建
築
の
事
前
届
出

の
際
に
、
低
振
動
作
業
や

防
振

対
策
の
ほ
か
、
付
近
の
住
民
に

対
し
て
工

事
の
概
要
の
説
明
を

行
う
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

黯
公
害
課

林間学園

軽井沢荘

白樺高原荘
を一般開放

ご家族などでご利用ください

市
の

林
間
学
園
施
設
、
軽
井

沢
荘
と
白
樺

高
原
荘
を
9
月
2
5

日
窗
か
ら
翌
年
5

月
初
旬
ま
で

閧
放
し

ま
す
(
5

月
中
旬
か
ら

9
月
中
旬
ま
で
は
、
小

・
中
学

校
の

林
間
学
園
と
し
て
使
用
)
。

社
会
教
育
活
動
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

、
グ
ル
ー
プ

や
ご
家
族
連
れ
で

ご
利
用
く
だ

さ
い

。
軽

井

沢

荘

交
通
…
信
越
本
線
軽
井
沢
駅

か
ら
バ
ス
で
軽
井
沢
高
校
前
下

車
・
徒
歩
二
十
分

宿
泊
料
…
大
人
(

高
校
生
以

上
)
=
二
百
円
、
子
ど
も
(
小
・

中
学
生
)
=

百
円

暖
房
料
(
1
0月
～
翌
年
4
月
)

:
二

人
に
つ

き
五
十
円

食
事
=・
外
食
の
み

白

樺

高

原

荘

交
通
・
:中
央
本

線
茅
野
駅
か

ら

バ
ス
で

美
し
松
入
口
下
車
、

徒
歩
三
十
分

宿
泊
料
:
夫

人
(

高
校
生
以

占
=
八
百
円
、
子
ど
も
(
小
・

中
学
生
)
=

四
百
円

暖
房
料
(
1
0月
~

翌
年
4
月
)

…
一
人
に
つ
き
二
百
円

食
事
・
:出
前
が
と
れ
ま
す

。

※
料
金
に
は
消
費
税
相
当
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

匣

利
用
日
の
1
ヵ

月
前
か
ら
一

週
間
前
ま
で
の

間
に

、
直
接
教

育
委
員
会
学
務
課
(

容
6
6
1
7

4
5
7

番
)

の
窓
口
へ

白樺高原荘

クリンクルまつり

たから市出品者

募集

大勢の人 でにぎわい ます(昨年のクリンクルまつり)

市
で
は
、
ご
み

減
量
の
必
要

性
、
リ
サ
イ
ク
ル

意
識
の
向
上

を
、
機
会
あ
る
ご
と
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ご
み

減
量
の

シ
ン

ボ
ル

キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
・

ク
リ
ン
ク
ル

ち

ゃ
ん
も
登
場
し
て

、
ク
リ
ン

ク

ル
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

同
時
に

、
家
庭
な
ど
で

眠
っ

て
い
る
生
活
用
品
の
フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
「
た
か
ら
市
」
も
開

き
ま
す
。
一
人
で
も
、
団
体
で

も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時
・
:
1
0月
2
5日
㈲
午
前
1
0

時
~

午
後
4
時

会
場
・
:ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ

ー

(
高
柳
新
田
三
七
)

出
品

資
格
・
:営
利
を
目
的
と

し
な
い
二
十
歳
以
上
の
個
人
ま

た
は
団
体
。
先
着
六
十
組
ま
で

匣
1
0月
1
6日
窗
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
(
グ
ル

ー
プ
の
場
合
は
代

表
者
名
と
人

数
)
・
住
所
・
電
話
番
号
(
昼
間

の

連
絡
先
)・
主
な
出
品
予
定
品

目
・
自
動
車
使
用
台
数
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七

―
五
松
戸
市
役
所
消
費
生
活

課
ま
で

市
民
交
通
傷
害
保
険

加
入
手
続
き
は
お
早
め
に

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
表
の
日
程
で
、
出
張
受
け

付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
加
入
(
更
新
)
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
保
険
は
、
一
年
間
の
保

険
料
掛
け
捨
て
で
、
最
高
百
万

円
ま
で
保
障
さ
れ
ま
す
。

加
入

で

き

る
人
・

‐
1
・
市
内

に

住

ん
で

い

て

、

住

民

登
録

ま

た

は

外

国
人

登

録

を
し

て

い

る

人

。

市

内
の

事
業

所
に

勤
務

し
て

い

る
人

。

保

険

料
:

二

人

一

口

に

限

り

、
年

額

三

百
六

十

円
(

中

途

加
入

は

月

割
り

三

十

円
)
。
来

春

小

学
校

へ

入

学
す

る

児

童
は

百

八
十
円
で
す
の
で

、
申
込
時
に

係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い

。

保
険
期
間
…
平
成
4

年
1
0月

1
日
~
5

年
9
月
3
0日

加
入
の
申
し
込
み
:
印
鑑
・

保
険
料
を
持
っ
て
、
安
全
課
・

市
民
課
・
各
支
所
ま
た
は
出
張

受
付
会
場
で

憇
安
全
課
庶

務
係

期 日
会場

9/21(l月) さなえ幼稚園

22(火) 小山集会所

24困 八柱市民センター・牧の原栴壇幼稚園

25廁 明市民センター・みやこ幼稚園

2明) 稔台市民センター・みどり幼稚園

2耿 馬橋市民センター・馬橋東市民センター

3咽 松戸駅東西連絡通路

※雨天の場合、会場により中止することがあります。

普
通
墓
地
1
7
1
区
画
・
芝
生
墓
地
1
0
0
区
画

市
営
白
井
聖
地
公
園
の
使
用
者
を
公
募
し
ま
す

申
し
込
み
で
き
る
人
・
:松
戸

市
ま
た
は
白
井
町
に
一
年
以
上

居
住
(
平
成
3

年
9
月
2
6日

ま

で
に
住
民
登
録
)
し
て
い
る
人
。

す
で
に
白
井
聖
地
公
園
を
使
用

し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
一
世
帯
に
つ

き
、
一
区
画
に
限
り
ま
す

。

案
内
書
の
配
布
・
:
9
月
2
9日

㈹
ま
で

、
市
役
所
・
各
支
所
・

白
井
聖
地
公
園
管
理
事
務
所
・

白
井
町
役
場
で
配
布

申

し

込

み

受

け

付

け

日
時
…
9
月
2
7日
㈲
～
2
9日

㈹
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

揚
所
:
雨

役
所
本
館
二
階
大

会
議
室
・
白
井
聖
地
公
園
管
理

事
務
所

持

参

す

る
物
…

申
込

申
請

書
・
所
定
の
ハ
ガ
キ
(
切
手
を

張
っ
た
も
の
)・
印
鑑
・
申
請
者

の
住
民
票
全
部
の
写
し
(
本
籍
・

住

所
・
氏
名
・
世
帯
主
・
続
柄

が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
今
年
9

月
1
日
以
降
交
付
の
も
の
)

抽

選日
時
…
1
0月
1
3日
㈹
午
前
1
0

時
か
ら

会
場
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室

扠
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

。会
場
の
収
容
人

員
(
八

十

人
)
に
な
り
し
だ
い

、
入

場
を
締
め
切
り
ま
す

。

※
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ

キ
で
通
知
し

ま
す
。

種 別 向き 区分 区

画

数

使用料 管理料

普 通 墓地

(5 「Tf)

東向き
焼骨 76

468,000円
年額

3,600円

※5 年度分

一括前納額

(16,068円)

一般 5

西向き
焼骨 85

418,000円
一般 5

芝生墓地

(4m')
使用料には
カロート 代

金を含む

東向き
焼骨 45

368,000円
一般 5

西向き
焼骨 45

328,000円
一般 5

※11月10日(火)までに一括で納入してください。

蠢
白
井
聖
地
公
園
課

「
公
証

役
場

」

の
特
設

相

談

日

時
1
0月
2

日
窗
午
後
1
時

～
3

時

会
場
市
役
所
本
館
三

階
第
一
会
議
室

内
容
遺
言
、

契
約
、
会
社
の
定
款
、
私
文
書

の
認
証
、
確
定
日
付

等
公
正

証

杳
の

作
成
な
ど

費
用
無
料

顏
法

務
局
松
戸
支
局

容
6
3
-
6

2
7
8

番

市
民

会
館

が

臨
時
休

館

に

電
気
室
等
改
修
工
事
に
よ
る

館
内
停
電
の
た
め
、
1
0月
6
日

㈹
～
8
日

團
が
臨
時
休
館
に
な

り
ま
す
。
受
付
業
務
に
つ
い
て

は
、
1
0月
7
日
困
か
ら
平
常
ど

お
り
行
い

ま
す

。

黯
市
民
会
館
容
6
8
-
1
2
3
7

番

防

災
行

政
用
無

線
放

送
を

一

時

停
止

し
ま

す

市
は

、
防
災
行
政
用
無
線
を

使
っ
て

、
毎
日

夕
方
に
帰
宅
呼

び
か
け
放
送
を
子
供
向
け
に
行

っ
て
い
ま
す
。

9
月
2
0日
面
か
ら
2
7日
㈲
ま

で
の

八
日
間
、
設
備
の
改
修
工

事
の
た
め
、
放
送
を
一
時
停
止

し
ま

す
。

憇
防
災
課

9/21~30

秋の全国交通安全運動

ちばの道

さわやかマナーで

交通安全

一
今
回
募
集
区
画
数
と
使
用
料
・
管
理
料
一



国や県などへの苦情は

行政相談委員へお気軽に

行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
国
・
県
・
特
殊
法

人
に
関
す
る
苦
情
な
ど
を
伺

い
、
こ
れ
を
関
係
す
る
役
所
な

ど
に
連
絡
し
て
、
解
決
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
の
改
善
や
民
主

化
を
推
進
し
ま
す
。

写
真
の
方
た
ち
が
、
総
務
庁

長
官
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

苦
情
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

蠢
市
民
相
談
室

10/4(日)~24(土)は

行政相談週間です

会場 日 時

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

毎
月
第
二
・
第
四
月
曜
日

午
後
1
時
~
3
時

定

例

行

政

相

談

松
戸
駅
西
ロ
デ
ッ
キ

1
0
/
3出

午
後
1
時
~
3
時

特

設

行

政

相

談

林 克 忠 氏

ニツ木87 ≫41-0801

和田康男氏

松戸新田18-4S62-7853

渡来 進太郎氏

高塚新田49-1S92-6234

関根 壮吾氏

金ヶ作352S87-1165

青木 美枝子氏

松戸1125S62-4508

滝田 泰子氏

上本郷3730S62-2683

9
月
定
例
市
議
会
が
開
会
中

平
成
3
年
度
決
算
な
ど
2
9件
を
審
議

9
月
定
例
市
議
会
が
、
3
日

か
ら
2
2日
ま
で
の
予
定
で

開
か

れ

、
本
会
議
と
委
員
会
で
慎
重

に
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
3

年
度
の
決
算
、
平
成

4
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
業
会
計
の

補
正
予
算
な
ど
、

二
十
九
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ

て
い
ま
す
。

主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で

す
。

決

算
の

認
定

マ
平
成
3

年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決

算
の
認
定

補

正
予

算

マ
平
成
4

年
度
一
般
会
計
(
第

一
回
)

…
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の

総
額
に
、
十
九
億
四

千
八
百
四

十
五
万
四
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
一
千
百
七

十
一
億
四
千
八
百
四
十
五
万

四
千
円
に
し
ま
す
。

▽
特
別
会
計
…
松
戸
競
輪
会
計

は
第
二
回
の
補
正

予
算
で
、

四
十
二
億
九
千
九
百
四
十
七

万
六
千
円
を
追
加
、
下
水
道

事
業
会
計
は
第
一
回
の
補
正

予
算
で
、
七
億
二
千
八
百
四

万
四
千
円
を
追
加
し
ま
す
。

▽
企
業
会
計
・
:病
院
事
業
会

計
は

第
二

回
の

補
正

予

算

で

、
一
億
一
千
三
百
十
万
七

千
円
を
追
加
し
ま
す
。

条
例

の
制
定

ワ
松
戸
市
立
博
物
館
条
例
…
博

物
館
を
設
置
す
る
た
め

条
例

の
一

部
改

正

マ
松
戸
市
の
休
日

を
定
め
る
条

例
及
び
松
戸
市
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
等
に

関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
:
主

曜
閉
庁
を
実

施
す
る
た
め

▽
松
戸
市
消
防
本
部
及
び
消
防

署
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の

建
設
が
進
む

(
仮
称
)
松
戸
市
文
化
会
館

一
部
を
改
正
す

る
条
例
・
:消

防
署
を
大
金
平
に
新
た
に

設

置
す
る
た
め

字

の

区
域

及

び
名

称
の
変

更

マ
町
名
地
番
を
整
備
す
る
た
め

の
も
の
…
八
ヶ
崎
の
一
部

契

約

の
締

結

マ
(

仮
称
)

松
戸
市
文
化
会
館

新
築
附
帯
工

事
の
請
負
…
文

化

施
設
の
充
実
を
図
る
た
め

ワ
松
戸
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

全
面
改
修
工

事
の
請
負
E

陸

上

競
技
場
の
機

能
の
向
上
を

図
る
た
め

マ
(

仮
称
)

松
戸
新
田
第
二

市

営
住
宅
新
築
工
事
の
請
負
…

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、
低

額
所
得
者
に

住
宅
を
供
給
す

る
た
め

マ
長
津
川
排
水
区
長
津
川
雨
水

幹
線
工

事
(
四
-

一
工

区
)

の
請
負
:
公

共
下
水
道
の
整

備
を
図
る
た
め

マ
松
戸
新
田
上
丸
山
排
水
整
備

工
事
の
請
負
・
:松
戸
新
田
上

丸
山
地
区

周
辺
の
浸
水
解
消

を
図
る
た
め

市立博物館

監
査
結
果
の
公
表

平
成
4
年
度
の
定
期
監
査
及
び

財
政
援
助
団
体
監
査
結
果
の
概
要

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
4
年
9
月
3
日

松
戸
市
監
査
委
員

加
藤

光
治

原
島

康
廣

糠
信

作
男

元
橋
ス
ミ
子

記

〔
定
期
監
査
〕

○
監
査
対
象
機
関
=

教
育
委
員
会

(
管
理

部
、
学
校
教
育
部
、
社
会

教
育
部
並
び
に
旭
町
、
寒
風
台
、

松
ケ
丘
の

各
小

学
校
及

び
小
金

北
中
学
校
)
、
建
設
局
都
市
景
観

担
当
、
都
市
計
画
部
、
都
市
整
備

部
、
水
道
部
、
国
保
松
戸
市
立
病

院

O
監
査
対

象
事
項
=

配
当

予
算
の

執

行
状
況

、
委
託
料
の

事
務
処

理

状
況
、
財
産
・
備
品
の
維
持
管

理

状
況
(
共
通
事
項
)
、
学
校
に

対
す
る
予
算
配

分
及
び
執

行
状

況

、
学
校
用

物
品
等
の
共

同
購

入

状
況
(

管
理
部
庶
務

課
)
、
学

校
施
設
及
び

用
地
の
維

持
管
理

状
況
(
学
校
施
設
課
)
、
使
用
料
・

保
育
料
の
収

納
状
況
、

教
職
員

及

び
児
童
・
生

徒
の

状
況
、
就
学

奨
励
の
処
理

状
況
、
校
外

指
導

施
設
の

運
営
状
況
(

学
務

課
)
、

児

童
・
生
徒
の

保
健
対

策
の

状

況
(

保
健
体
育
課
)
、
社
会
教
育

関
係
団
体
に
対

す
る
育
成

指
導

状
況
(

社
会
教
育
課
)
、
体
育
施

設
の
管
理

運
営
状
況
(

ス

ポ
ー

ツ

課
)
、
社
会

教
育
施
設
の
管
理

運
営
状
況
(
公

民
館
・
図

書
館
・

文
化

ホ
ー
ル
・
青
少
年
会
館
・
婦

人

会
館
)
、
少

年
の

非
行
防
止
と

健
全
育
成

状
況
(

少
年
セ
ン

タ

エ

、
備
品
(

図
書
を
含
む
)

台

帳
の

整
備

状
況

、
実
験
用

劇
毒

物
の

受
払
及

び
保
管
状
況

、
寄

附

受
入

れ
に

関
す
る
一

連
の

事

務
処
理

状
況
(
各
小
・
中
学

校
)
、

工

事
及

び
資

材
の

入
札
並

び
に

契

約
状
況
(
都
市
計
画
課
・
開
発

計
画

課
)
、
都

市
計
画

道
路
及
び

主

要

市

道

の

新

設

改

良

状
況

(
街
路
課
)
、
市

施
行
に

よ
る
区

画

整
理
事
業
の

進
捗
状
況
、

土

地
区
画
整
理

組
合
に
対
す
る
指

導
助
成
状
況
(

区
画
整
理
課
)
、

市
街
地
整
備

事
業
の
進
捗
状
況

(
再
開

発
課
)
、
水
道
料
金
の

収

納

状
況
(
水
道
部
)
、
業
務
の

経

営
管
理
状
況
(

国

保
松
戸
市
立

病
院
)

○

監
査
の
期
間
=

平
成
4

年
3

月

％
一
日
~
6

月
2
5日

○

監

査

の

結

果
=

監
査

の

結
果

は

、
お
お
む
ね

適
切
と
認
め
ら

れ
た

。

〔
財
政

援
助
団
体
監
査
〕

○

監
査
対
象
団

体
=

財
政
援
助
が

行

わ
れ
た
各
種
団

体
の
う
ち
学

校

教
育
部
学
務
課

及
び
経
済
部

商
工
課
に
係
わ
る
次
の
二
団
体

剛
松
戸
市
校
長
会

松
戸
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合

○
監
査
対
象
事
項
=
補
助
事
業
が

補
助
目
的
に
そ
っ
て
適
切
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
。
補
助
事
業

に
係
わ
る
経
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。
事
業
目
的
に
そ

っ
て
効
率
的
に
運
営
さ
れ
て
い

る
か
。
以
上
の
事
項
を
重
点
に

監
査
を
実
施

○
監
査
の
期
間
=
平
成
4
年
5
月

1
6日
~
6
月
1
8日

○
補
助
目
的
・
効
果

松
戸
市
校
長
会
=
同
会
は
、

松
戸
市
小
・
中
学
校
長
会
相
互

の
緊
密
な
協
力
に
よ
り
、
本
市

の

学
校

教
育
振
興
を
図

る
こ

と

を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
同
会
へ

の

補
助
金
は

学
校
の

管
理

運
営

に

あ
た
り
、
必
要
な
研

究
、
研
修

に

資
す
る

費
用

と
し
て

有
効
に

利

用
さ
れ

、
十
分
に
効
果
を

あ

げ
て

い
る
。

松
戸
た

ば
こ

商
業
協
同

組
合

=
同

組
合
は

、
組
合
員
の
相

互

扶
助
の

精
神
に

基
づ
き

、
組
合

員
の
た
め
に

必
要

な
共
同

事
業

を
行
い
、

も
っ
て

組
合
員
の

自

主

的
な
経

済
活

動
を
促

進
し

、

か
つ

そ
の
経

済
的
地
位
の

向
上

を

図
る
こ
と
を

目
的
と
す

る
。

ま

た
、
同
組
合
へ

の
補
助
は

未

成
年
者
の

喫
煙

防
止
、
喫
煙
マ

ナ
ー
の
浸
透
を
推
進
す
る
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
販
売
促
進
運

動
に
要
す
る
費
用
と
し
て
有
効

に
利
用
さ
れ
、
十
分
効
果
を
あ

げ
て
い
る
。

○
監
査
の
結
果
=
収
支
の
合
計
経

理
に
か
か
る
事
務
処
理
及
び
帳

簿
並
び
に
証
拠
書
類
等
は
、
お

お
む
ね
適
切
で
、
補
助
目
的
に

そ
い
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
都
市
整
備
部
開
発
計

画
課
の
定
期
監
査
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
第
一
九
九
条

の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
査

委
員
原
島
康
廣
を
除
斥
し
監
査

を
執
行
し
た
。

商
業

統
計

調
査

に
御

協
力

を

通
産
商
で
は
、
1
0月
1
日
現

在
で
商
業
統
計
調
査
(
一
般
飲

食
店
)

を
実
施
し
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
商
業
の
育
成
や
流
通

機
構
の

近
代
化
な
ど
の

施
策
を

進
め
る
う
え
で
の
重
要

な
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
、
9

月
下
旬
に
商
店
を
直

接
訪
問
し
ま
す
。

調
査
内
容
は

、
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す

の
で

、
正
確
な
報
告
に
御
協
力

く
だ
さ
い
。

固
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

就
業

構
造

基
本

調
査

に
御

協

力
を総

務
庁
統
計
局
で
は
、
1
0月

1
日
現
在
で

就
業
構
造
基
本
調

査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の

調
査

は

、
国
民
の

就
業
、
不
就
業
の

実
態
を
把
握
し
て
、
雇
用
対
策

な
ど
の
行
政
の

基
礎
資
料
と
な

る
統
計
を
作
る
た
め
に
全
国
規

模
で
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。

松
戸
市
で
は

約
一
千
世
帯
が

選

ば
れ
ま
す
。
選
ば
れ
た
世
帯

に
は
9

月
下

旬
に
、
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で

、
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

蠢
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

全
国
都
市
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ

ッ
プ
調

査

に

ご
協
力

を

9
月
下

旬
か
ら
1
0月
に
か
け

て
、
全
国
七
十
八
都
市
で
人
の

動
き
(
パ

ー
ソ
ン

ー
ト
リ
ッ
プ
)

に
つ
い
て
の

調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
調
査
は

都
市
交
通
の

実
態

を
知
り
、
将
来
の
街
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
の
も
の
で

す
。

本
市
も
調
査
対
象
都
市
に
な

っ
て
お
り
、
市
内
三
百
六
十
世

帯
(
無
作
為
抽
出
)
に
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す

。

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

蠢
都
市
計
画
課
計
画
係

赤

い
羽

根
募

金

運
動

に

ご
協

力

を「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運

動
は
、
1
0月
か
ら
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
る
助
け
合
い
運
動
で
す
。

松
戸
市
の
平
成
3

年
度
実
績

は
五
千
百
二
十
七
万
六
百
三
十

九
円
で

、
県
共
同
募
金
会
を
通

じ
て

、
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
間
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
な

ど
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

熈
千
葉
県
共
同
募
金
会
松
戸
支

会
(

市
役
所
援
護
課
内
)

文
化

ホ
ー

ル
ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

利

用

受
け
付

け

を
行

い
ま

す

受
付
日

時
1
0月
1
日

團
午
前

1
0時

貸
出
期
間
平
成
5

年
1

月
5

日
~
3

月
2
8日

会
場
文

化
ホ
ー
ル

講
座
室

持
ち
物
代

表
者
の
印
鑑
・
使
用
料
・
社
会

教
育
関
係
団
体
登
録
証
(

社
会

教
育
関
係
団
体
の
み
)

圜
文
化
ホ
ー
ル
{一一
6
7
-
7
8
1

0
番

明

市
民

セ

ン
タ

ー
・

図
書

館

明

分
館

が
休

館

1
0月
1
日
困
か
ら
平
成
5
年

3
月
3
1日
圉
ま
で

、
改
修
工

事

に
よ
り
休
館
し
ま
す
。

蠢
地
域
振
興
課
施
設
係

労

働

保
険

へ
の

加
入

は
社

会

の
ル

ー
ル
で

す

固
労
災
保
険
・
:柏
労
働
基
準
監

督
署
音
0
4
7
1
-
6
3
-
0
2

4
5
番
、
雇
用
保
険
・
:松
戸
公

共
職
業
安
定
所

音
4
8
-
6
1
0

0
番

10月1 日~7 日は

全国労働衛生週間

みんなでつくろう

ゆとり・健康・快適職場



チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世 帯(9 月1日現在)

〇人口461.243 人( 一把4)

男234,746 人(-63)

女226,497 人(-61)

O 世帯168,478(-2 囗)

囗
は
前
月
比

思

春

期

の

子

供

を

持

つ

母

親

の

た

め

の

医

学

セ

ミ

ナ

ー

1
0月
7

日

困

午

後
1

時
3
0
分

~
3

時
3
0
分

会
場

勤

労

会
館

講
師
市
川
神
経
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院

長

・
鈴

木

明

氏

践

健

康

管
理

課

松
戸

方

面

保

健

室図

書

館

市

民

講

座

「

ダ

イ

エ

ッ

ト

と

健

康

を

考

え

る

」

1
0
月
2
日
窗
午
前
1
0
時
～
1
1

時
3
0
分

会

場

市
民

会

館

講

師

千

葉
県

健

康

推

進
研

究

会
会

長

・

菅
原

玲
子

氏

定

員
四

十

五
人

圉

電
話

で

市

立

図
書

館

本

館

四

6
5
-
5
1
1
5

番
へ

国

民

年

金

生

き

が

い

講

座

1
1 月
1
2
日

困

午
後
1

時
~
1
3

日

窗

午
後
2

時
(

一

泊

二
日
)

会

場
国

民

年

金

保
養

セ

ン

タ

ー

「
そ

と

ぼ

う
」
(
夷
隅

郡

岬
町
)

費
用

七

千

円
(

宿
泊

代

と

二
日

目
の

昼

食

代

を

含
む
)

内
容

年

金

・
教

養

・

健
康

・

趣

味
の

各

講
座

と

、

健

康
・

年

金

相

談

定

員
先

着

八
十

人

惠
1
0
月
3
1
日

出

ま

で

に

、

電
話

で

膕

千

葉

県
国

民

年

金

福
祉

協

会
(
県

社

会

部
国

民

年

金

課
内
)

四
0
4
3
-
2
2
3
j
2
3
8
2番
へ

女
性

の
た

め
の

相
談

室

開
設

五
周
年

記

念
講

演
会

1
0月
3

日
出
午
後
1
時
3
0分

～
4

時
3
0分

会
場
婦
人
会
館

内
容
「
夫
婦
・
家
族
の
い
い
関

係
を
求
め
て

」
-

悩
ん
で
見
え

て

き
た
こ
と
I

講
師
林
郁
氏

費
用
七
百
円
(
託
児
あ
り
)

※
女
性
の
た
め

の
相
談
室
は
1
0

月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

蠢
松
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
会

・
生
木
{
1
4
3
-
8
2
3
1番

ト

レ
ー
ニ

ン
グ

機
器

操
作

講

習
会9

月
2
6日

出
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館

対
象
高
校
生

以
上
(
三
十
歳
未
満
の
青
少
年

を
優
先
)

費
用
無
料

定
員

先
着
二
十
人

圉

電
話
で

青
少
年
会
館
本
館
・
1

4
4
-
8
5
5
6
番
へ

千
葉
県

労
働

大
学

講
座
(

後

期
専
門

課
程
)

1
0月
9
日

窗
~
1
1月
1
7日
㈹

の
間
の
十
三
日
間
、
午
後
6
時

~
8
時

会
場
県
自
治
会
館

定
員
先
着
百
五
十
人

費
用
二

千
円

翹
一
県
商
工
労
働
部
労
政
課

四
0
4
3

-
2
2
3
-
2
7
4
4番

青

年
講

座

「
中

国

の
家

庭

料

理
」9

月
2
9日
~
1
2
月
8
日
の

毎

週
火
曜
日

、
午
後
6

時
4
5分
~

8
時
4
5分

会
場
市
民
会
館

対
象
十
六
歳
～
三
十
歳
の
人
・

先
着
二

十
人

講
師
料
理
研
究

家
・
田

進
氏

費
用
七
千

五
百

円
(
全
回
で
)

兩
電
話
で
社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
四
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

潜
在

看
護

婦
講

習
会

期 日 会 場 時間

10/12(3)

~16圀
葛 南病院( 市川市)

10/190月)

~23刪
松戸 市立病院

10/26(1月)

~30鬯
船 橋市立医 療セン ター

午
前
1
0時

～
午
後
3
時
3
0分

未
就
業
看
護
職
員
(
保
健
婦
・

助
産
婦
・
看
護
婦
・
准
看
護
婦
)

の
た
め
の
講
習
会

内
容
看
護

動
向
・
ケ
ア
の
実
際
ほ
か
(
三
日

間
)
、
病
院
見
学
実
習
(
二
日

間
)

費
用
無
料

※
受
講
者
の
再
就
業
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

蠢
千
葉
ナ
-
ス
バ
ン
ク
四
0
4
3
-

2
4
7
1
a

ｕ
Qり
7
1
番

郷

土
歴

史
講

座

1
0月
7
日
~
1
2
月
9
日
の
毎

週
水
曜
日
、

午
前
1
0時
3
0分
~

正
午

内
容
古
文
書
解
読
の
手

ほ
ど
き

講
師
元
筑
波
大
教
授

・
渡
邊
一
郎
氏

定
員
先
着
三

十
人

費
用
無
料

顏
文
化

小
・‐・
ル
四
6
7
-
7
8
1

0
番

県

民

政

治

大

学

1
0月
2
3
日

窗

・
2
6
日

側

・
2
9

日

團

、
‥
1
1月
5

日

閑

・
9

日

側

午

後
1

時

か
ら

会

場
J
R

千

葉
駅

ビ
ル

内

容
選

挙
・
政
治
・

地
方

自

治

ほ
か

定

員
四

百

五

十

人

費

用

無
料

惠
9
月
3
0
日
團
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
ま

た

は

市
選

挙

管

理

委

員
会

に

あ
る

申
込

用

紙

に

、

住

所
・

氏

名

・

年

齢

・

性
別

・

職

業
を

記

入

し
て

、
〒
2
6
0千

葉

市

中
央

区

市

場

町

一
-

一
県

庁

地

方
課

内

県

選

挙

管
理

委

員

会
(
{

。
0
4
3

-
2
2
3
-
2
1
4
2

番
}

へ

母
子
寡

婦

家
庭

対
象

の

手
芸

・

編
み
物

講
習

会

1
0
月
1
1
日
~
1
2
月
2
0
日
の
各

日

曜
日
(
全
八
回
)
、

午
前
9

時

～
午
後
4

時

会
場
婦
人
会
館

費
用

無
料
(
材
料
費
は
実
費
)

持
ち

物
六
号
～
八
号
編
み

棒
・

毛

糸
百
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
・
筆
記

具
・
物
差
し

匣
1
0月
6
日

㈹
ま
で
に
、
電
話

で
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ

福
祉
と

の

ふ
れ

あ

い
入

門

教

室
(
介
護

教
室
)

1
0月
1
3日

㈹
午
後
1

時
~
4

時

会
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

(松
戸
駅
西
口
第
一
生
命
ビ
ル
内
)

定
員
先
着
三
十
人

巫
電
話
で

市
社
会

福
祉
協
議
会

{
1
6
8
-
0
5
0
3番
へ

講
座
・
講
演

ワ
ー
プ
ロ
セ
ミ
ナ
ー

幃
午前9 時

~正午

午後1 時30分

~4 時30分

11/9(1月)

10(火)
Aコース B コース

11/1100

12困
C コース D コース

対
象
初
心
者

会
場
松
戸
商

工

会
議
所

定
員
各
コ
ー
ス
十

人

費
用
会
員
三
千
円
、
非
会

員
一
万
円

圉

所
定
の
申
し
込
み
書
に
費
用

を
添
え
て
、
直
接
松
戸
商
工
会

議
所
(
{
1
6
4
j
3
1
1
1番
}ヘ

ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
専

門
養
成

講

座
〔
高
齢

者
巡

回

介
護
教

室
〕

1
0月
1
日

團
午
前
1
0時
5
0分

~
午
後
4

時

会
場
東
葛
飾
合

同
庁
舎

内

容
講
演
「
高
齢
化

社
会
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
千
葉

商
科
大
教
授
・
吉

井
弘
氏
、
痴
呆
性
老
人
に
つ
い

て
の
講
演
と
介
護
実
演
=
高
橋

夕
日
二
つ

ク
医
師
・
高
橋
光
彦

氏

費
用
無
料

定
員
先
着
百

人兩
9
月
2
5
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

「
1
0
月
1
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門

養
成
講
座
希
望
」と
明
記
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
東
葛
飾

支

庁
社
会

福

祉
課
(

四
6
1
-

2
1
1
4

番
)

ヘ

マ
イ

カ
ー
点

検
教

室

1
0月
1

日
團
午
前
1
0時
3
0分

~
午

後
3
時

‘
会
場
東
部
ス
ポ

ー
ツ

パ
ー
ク

内
容
学
科
と
実

技
(

タ
イ
ヤ
の
取
り
は
ず
し
な

ど
)

定
員
四
十
人

費
用
無

料
(
昼
食
付
言

圜
千
葉
県
自
動
車
整
備
振
興
会

松
戸
支
部

一`
9
2
-
3
3
1
1
番

婚
前
・
新
婚
学
級
(
素
敵

に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
)

①教養 講座 ②婦人大学

期 日
10/14・21・28の毎 週水
曜日

10/5~12/14 の毎週月曜日(10 回)

時 間 午後6 時30分~8 時30分 午前10時~ 正午

会 場 婦人 会館

テーマ・
内 容・

講 師

●現代日 本人と お墓

一家族を視点とし て

聖徳大学短期大学 部

助教授

長江 曜子氏

●わたしを生きるー学びを創ろう
自分にとって の女性問題を明ら かに
し、生きる力を確 かにする学びのあ
り よう を探っ てみませんか

お茶の水女子 大学文教育学部講師

矢口 悦 子氏

費 用 無 料

対 象 市内在住 ・在勤の男女 市内在住 ・在 勤の 女性

定 員 30人 24人

申 し
込 み

①は9/30C 水)、②は9/26C 土)までに( 消E[]有効) 、ハガキ に希望

講座名 ・住所 ・
氏名 ・年齢・電話番号を 記入し て、〒271 松

戸市本町14-10 婦人会館( ≪64 ―8778番) へ
※申し込 み多 数のと きは抽選。②は保 育あり(2 歳以上8 人
まで) 。希望者は子供の氏名 ・年齢を記入。

婦
人
会
館
の
講
座

市
立
保
育
所
臨
時
保
母
を
募

集
し
ま
す

職
種
産
休
・
育
休
代
替
保
母

対
象
保
母
・
幼
稚
園
教
諭
の
資

格
・
免
許
証
を
持
つ
、
五
十
五

歳
く
ら
い
ま
で
の
、
健
康
で
保

育
に
熱
意
の
あ
る
人

勤
務
時

間
平
日
は
午
前
9
時
~
午
後
4

時
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で

賃

金
時
給
八
百
四
十
円
(
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
制
度
あ
り
)

交
通
費
月
額
七
千
五
百
円
ま
で

支
給

勤
務
場
所
市
立
保
育
所

想
保
育
所
課
管
理
係

募
集
し
ま
す

期 日 内. 、 容

9/2朗)
結婚つて、親になる つてど んなこ と?

講師: 教育心理劇 研究センタ ー・時田光人氏

※血圧 ・尿検査を 無料で実施

10/51月)

気 がつ いてから では遅すぎる 妊娠・出産の心得

講師: 医師 ・林謙 治氏

※血液検査を希望者に有料で実施

12(月)
幸せな家庭設 計の ために

講師: 保健婦 ※検査 の結果をお知ら せしま す

洗
剤
は
無
リ
ン
の
も
の

を
使
い
ま
し
よ
う

時
間
午
後
6

時
3
0分
～
8

時

3
0分

会
場
勤
労
会
館

対
象

未
婚
・
新
婚
の
男
女
(

一
人
で

も
参
加
可
)

惠
9

月
2
5日

窗
ま
で

に
、
電
話

で
健
康
管
理
課
常
盤
平
方
面
保

健
室
四
8
4
-
1
3
3
3
番
へ

小鳥も遊ぶ憩いの場

東京都営八柱霊園

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
こ
へ
来
る
の
は
二
回
目
で
す
。
市

内
に
い
く
つ
か
あ
る
、
す
て
き
な
場
所

の
ひ
と
つ
で
す
。

以
前
、
人
に
勧
め
ら
れ
て
来
た
と
き

に
気
に
人
つ
だ
の
で
、
今
日
も
、
子
供

を
連
れ
て
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。

大橋 ネルソンさんご一家

110ヘクタールの広大な面積

を持つ東京都営八柱霊園は、

正門付近に自由広場があり、

公園かと疑うほどのきれいな

植え込みや噴水、自然の起伏

を生かした芝生など、実はち

よっといい所だったのです。

八柱(やはしら)は、明治時

代に八つの村が柱になってで

きたことから名付けられた地

名です。昭和6 年10月に、ま

だ、八柱村と松戸町が合併す

る前に、当時の東京市に買収

されました。

松戸市民も利用できる都営

霊園。それだけではなく、手

軽に行ける公園としても楽し

めます。

いいとこ

見 つ け た

(左から クリ スト ファー・ネルソ

ンさん、デビット君、デボラさん)



ご参加ください 情報

成人 学校・作って食べるアジア料理から

ソフトボール大会

名 称 日 時 会 場 対象 費 用 申し込み問

い

合

わ

せ

TEPCO(テプコ)

レディース

ソフトポール大会

10/恨日)

午前8時30

分から

家庭婦人

ソフトボ日し大会

V昌,0

分から
(淵))

聖
徳
大
学
付
属
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

高
校
生
以
上
の
女
性

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

9
/

卵
一
山
午
後
2

時
か
ら
運
動
公
園
会
議
室
で
の
代
表
者
会
議
で

松
戸
市
家
庭
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
藤
沢

き
9
1
-
5
2
3
6
番

無 料

1 チーム

3,000円

ス
ポ
ー
ツ

水

泳
教

室

1
0月
2
0日
~
1
1一
月
2
0日
の
毎

週
火
曜
・
金
曜
日

、
午
後
3

時

~
5

時

会
場
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
屋
内
プ
ー
ル

定
員
抽
選

に
よ
り
四
十
人

費
用
無
料

圉
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
明
記
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市

上
本
郷
四
四
三
四
運
動
公
園
内

ス
ポ
ー
ツ
課
(

一`
6
3
1
9
2
4

1
番
)
へ

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
シ
ン

グ

ル
ス
大

会

1
0月
1
0日
吩
午
前
9
時
~
午

後
5

時

会
場
小
金
原
体
育
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者

費
用
登
録
者
一
人
千
二
百

円
、
未
登
録
者
一
人
子
五
百
円

匣
1
0
月
2
日
吻
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
て
〒

2
7
0
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
-

八

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷
川

(
f
t
4
1
-
7
9
2
5番
)
へ

催

し

物

弁

護
士

に
よ

る
法

律
相

談

土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く

毎
日

、
午
後
1
時
~
4

時

会

場
弁
護
士
会
館

費
用
三
十
分

五
千
円
(
予
約
制
)

蠢
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸

支
部

一`
6
6
-
6
6
1
1
番

い

ぶ

き

の
、広

場

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

バ

ザ

ー

1
0月
4

日

㈲

午

前
1
1一
時
~

午

後
2

時

会

場
い

ぶ

き

の

広

場

(
五

香

六

実

二

四
六

上

二
、

新

京

成

元

山

駅
か

ら

徒

歩
十

分
)

※
衣

類
(
新

品

に

近
い

も

の
)
・

台

所
用

品
・
雑

貨
・
贈

答

品

な

ど
の

提

供

を

お

願
い

し

ま

す

。

連

絡
く

だ

さ

れ

ば
伺

い

ま

す

。

蠢

い

ぶ
き

の

広

場

四
8
9
-
1
0

1
0

番

松

戸

社

交

ダ

ン

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

1
0月
1
1
1
1
1

日

㈲

午

後
3

時
3
0
分

~
8

時
3
0
分

会

場

運

動
公

園

体

育

館

費
用

五

百

円

固

松

戸

社
交

ダ
ン

ス

協

会
・

清

水

四
6
5
-
8
1
7
5

番

親

子

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

期

日
1
0
月
3

日

出
~
4

日

㈲

(
一

泊
二

日
)

会
場

流
山

青

年

の

家

内

容
人

形

劇

鑑

賞
、

ゲ

ー

ム
な

ど

費
用

二

千
二

百

円

持
ち

物

運

動

着
・

運
動

靴

(
内

外

ば
き

各

一
足
)

蠢

流
山

青

年
の

家

四
〇
4
7
1

-
5
9
-
2
0
0
4

番

音

楽

の

広

場
(
合

唱

講

座
)

9
月
2
2
日

㈹

午

後
1

時
3
0
分

~
3

時
3
0
分

会

場

市
民

会

館

費
用

二
千

七

百

円

顔

社

会

教

育
課

市

民

文
化

係

四

6
6
1
7
4
冖
n
y
n
/

｀
番

新

松

戸

コ

ー

ル

ー
マ

ミ

ー

十

周

年

記

念

コ

ン

サ

ー

ト

1
0
月
4

日

㈲

午

後
2

時
か

ら

会

揚

市
民

会

館

曲

目

「
き

ま

ぐ
れ
な
エ
ッ
セ
イ
」
な
ど

費
用

七

百
円

茴

波

多
江
・
1
4
5
1
4
6
1
0

番

市

民
剣

道
大

会

1
0月
4
日

㈲
午
前
9

時
3
0分

か
ら

会
場
運
動
公

園
体
育
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
.

費
用
五
百
円

内
容
個

人
戦
・
団
体
戦
(
五
人
)

匣
9

月
2
7日
面

午
後
2
時
3
0分

~
3
時
の
間
に

、
運
動
公

園
武

道
館
会
議
室
で

蠢
松
戸
市
剣
道
連
盟
・
柳
田
四

4
4
-只
‥
)
[

ｕ
n
/`
Qり番

市
民

ソ

フ
ト

ボ
ー
ル

大
会

1
0月
4

日
~
1
1
1
1

月
1

日
の
各

日
曜
日
会
場
古
ヶ
崎
グ
ラ
ウ

ン
ド

対
象
市
内
在
住
・
在
勤

者
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

費

用
一
チ
ー
ム
人

男
子
)
五
千
円
、

(
女
子
)
三
千
円

匣
9

月
2
6日

出
午

後
6
時
3
0分

か
ら
、
運
動
公
園
武
道
館
会
議

室
で
の
代
表

者
会
議
で

蠢
松
戸
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会

・
永
野
・一一
6
4
-
8
4
4
1
番

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
B
C
G
予
防
接
種

戸定邸と松戸市街

日

時
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
=
1
0
月
7
日
圉
、
判
定
・
B

C
G
接
種
=
1
0
月
9
日
窗
と
も

に
午
後
I

時
1
5分
～
2

時
3
0分

会
場
衛
生
会
館

対
象
B
C
G

接
種
当
日
四
歳
未
満
で
B
C
G

を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
。

特
に
1
0月
9
日
ま
で
に
四
歳
に

な

る
人
は
今
回
が
最
後
で

す
。

※
以

前
の
問
診
票
を
持

っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

惠
9
月
2
8
日
囲
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
左
記
の
要
領
で
記
入
し
て

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
―
五

松
戸

市
役
所
保
健
衛
生
課
ツ
反

・
B
C
G

係
へ

サ

ー

ク
ル

二
十
世
紀
が
丘
ペ
ン
習
字
サ

ー
ク
ル

月
三
回
月
曜
日
午
前
1
0時
~

正
午

会
揚
二
十
世
紀
が
丘
市

民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二
千
円

(
入
会
金
千
円
)

蠢
金
澤
四
9
2
-
3
0
3
2番

松
戸

気

功
太

極
拳
同

好
会

①
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
~

9
時
②
毎
週
土
曜
日
午
前
1
0時

~
正

午

会
揚
①
運
動
公
園
武

道
館
②
常
盤
平
体
育
館

費
用

月
三
千
円
(
入
会
金
二
千
円
)

蠢
高
科
四
6
2
-
6
0
8
0
番

八
柱

ダ
ン

ス
(
初
・
中

級
)

毎
週

水
曜
日

午
後
6
時
~
9

時

会
場
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
千
五
百
円
(

入
会
金
千

円
)

蠢
岩
田
・
‘
6
1
-
2
0
6
4
番

踏

美
会
(
社

交
ダ

ン
ス
)

毎
週
土

曜
日
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

費
用
月

三
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
東
條
公
6
2
-
5
3
0
8
番

松

柏
吟

道
会
松

戸

支
部

①
毎
週
水
曜
・
木
曜
日
午
後

6
時
3
0分
～
8

時
3
0分

②
毎
月

第
二
・
第
四
日

曜
日
午
後
1

時

～
3

時

会
揚
稔
台
駅
前
ビ
ル

費
用
①
月
三
千
円

②
月
二
千
円

(
入
会
金
千
円
)

蠢
稲
本
四
6
7
-
2
6
6
1
番

犬
・
猫
は

正
し
く
飼
い
ま
し
よ
う

保
健
衛
生

愛
の
献
血

日 時 会場 時 間 主 催

9/2CK日)
ダイエー

新松戸店前

午前10時
S

午後4 時

松戸東ライオ

ンズクラブ

10/2c
JR 馬橋駅

東 口

午 前9 時30 分

~11時30分

午後0時~39 寺30 分

松戸北ロータ

リークラブ

4(日)
松戸まつり

会 場

午前10時
S

午後4 時

松戸青年会議

所

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

麻
し
ん
予
防
接
種

対
象
生
後
十
二
ヵ
月
~
七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
を
す

る
人
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
で
、
問
診
票
を

持
っ
て
い
な
い
人

申
し
込
ま

な
く
て
よ
い
人
平
成
3
年
6
月

1
日
~
同
年
9
月
3
0日
生
ま
れ

の
人
に
は
1
0月
上
旬
に
直
接
問

診
票
を
送
り
ま
す
。
た
だ
し
9

月
1
日
以
降
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
人
は
、
必
ず
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

M
M
R
(
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
風
し
ん
)
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
予
防
接
種
(
希
望
接
種
)

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み

を
す

る
人
M
M
R
=

麻
し
ん
未
接
種

者
で

、
M
M
R

の

接
種
を
希
望

し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い

人

お
た
ふ
く
か
ぜ
=
麻
し
ん

の
予

防
接
種
を
受
け
た
人
で

、

お
た
ふ
く
か
ぜ
の

単
独
接
種
を

希
望
し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い

な
い
人

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
、
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人
は
、
M
M
R

の

予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん

。

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
要
領

不
用

品
情
報

譲

り

ま

す

「
家
具
」
◆
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

一
万
円
◆
子
供
用
学
習
机
・

い
す
三
千
円
◆
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド
七
千
円
二
点
◆
応
接
用
い

す
四
脚
で

八
千
円
◆
塾
用
机
・

い
す
十
五
組
各
千
円
◆
黒
板

千
円

【
電
気
製
品
】
◆
電
気
が
圭

三
千
円
◆
ス
ピ
ー
カ
ー
二
本

無
料

【
子
供
用
品
】
◆
幼
児
用
自

転
車
補
助
い
す
五
百
円
◆

べ

ッ
ド
メ
リ
ー
無
料
◆
ベ
ビ
ー

体
重
計
無
料
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
無

料

・
千

円

◆

ツ

リ

ー
メ

リ
ー
無
料
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

三

千

円

【
日

用

雑
貨

】
◆

た
こ

焼

き

鉄

板

百
円

◆

卓

上
ア

ル

コ

ー

ル

ラ

ン

プ
百

円

◆

物
干

し

口

ー
プ
五
十
円
◆
電
動
ミ
シ
ン

三

千
円

◆

草

刈

り
機

五

千

円

◆
池

用

ウ

ォ
ー
‘
タ

ー

ク
リ

ー

ナ

ー一
二

千

円

◆
池

用

水

中

ポ

ン

プ
二

千

円

◆

圧
力

な

べ

無

料
◆
ポ
ッ
卜
無
料

惠
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
二

枚
一
点
)
・
価

格
・
住

所
・
氏
名
・

電
話
番
号
(
昼
間
)
を
記
入
し

て

、
9
月
2
5日

窗
〔
当
日
消

印
有
効
〕
ま
で
に
、
〒
2
7
1
松

戸

市
根
本
三
八
七
-

五
松
戸

市
役
所
消
費
生
活
課
消
費
生

活

係
へ

※
相
手
の

紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
と
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

9
月
2
4日
團
ま
で

に
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
は

扱
い

ま
せ
ん
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………登68-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時
テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時
テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11時
衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

蠢
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係



猛
暑
の
中
、
総
合
防
災
訓
練

万
が
一
に
備
え
て

市民の皆さんも大活躍

(稔台・藤掛さん撮影)

実際の災害を想定した実践的な訓練でし た

9 月1 日の「防災の日」に、古ヶ崎の江戸川河川敷で総

合防災訓練が行われました。

防災関係機関だけでなく、市民や学校の児童も加わり、

訓練は真剣そのもの。

市民の自主防災組織の皆さんは、バケツリレーによる

消火訓練で、みごとなチームワークを発揮。小学生が煙

道の中をくぐり抜けるなど、実践的な訓練でした。

災害は、いつ起こるか分かりません。あなたの備えは

万全ですか?

イソシギ

黒褐色の上面 白い下面

肩まで食いこんだ白色部

全長20cm

翼開長29cm

見られる場所 江戸川

国内でも繁殖する数少ないシギの一種で、

夏は山地の渓流沿いで見られ、冬は名前のと

おり海岸に出ます。しかし内陸の川や沼の岸

辺にもいて、市内でもこれから冬の間江戸川

沿いで、単独行動をしているものが多く見ら

れます。

ピッ、ピッと鳴きながらお尻を上下に振っ

て餌(えさ)を探していますので、セキレイの

仲間に似ていますが、体つきがずんぐりして

いて、尾もそれほど長くありません。飛ぶと

翼の後ろに白線が出て目立ちます。ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮っ たスナップ写 真

(街の話題・身近な出来事など)

をお寄せく ださい。採用の方に

は記念品を差し上げます。

罔広 報課

松戸
の

野鳥

菜の花美術館
街
に
す
て
き
な
ア
ー
ト
・
ス
ポ
ッ
ト遠くの街に来たような気がします

市内にすてきな美術館がオープ

ンしました。その名も「菜の花美

術館 ミユゼ・デユ・コルザ」、千

葉県の花に指定さ れている菜の花

にちなんで名付けら れました。

場所は三矢小台の住宅地にあり 、

建物はフランスのノルマンディー

地方の民家をイメージしたもの。

館内は絵画の展示のほかに、美

術関係の図書室や喫茶スペースも

あり 、ゆっくりと美術鑑賞を楽し

めるようになっています。

とても個性的な美術館、訪ねて

みたくなりますね。

絵
の
好
き
な
お
友
達
に
聞
い
て

来
て
み
ま
し
た
。
と
て
も
雰
囲
気

の
い
い
美
術
館
で
す
ね
。

優
し
い
B
G
M
や
、
あ
ち
こ
ち

に
飾
っ
て
あ
る
お
花
な
ど
、
自
然

な
気
配
り
も
気
に
入
り
ま
し
た
。

南花島

関ちえみさん

市
長
に
激
励
を
受
け
る
2
人
(
右
か
ら
2
人
め
と
3
人
め
)

パラリンピックで健闘

市内から2選手が出場

障害者のオリンピックとして知られ、今月13日からス

ペインで開催されていた「パラリンピック」に、松戸市

から2 人の選手が出場し、健闘しました。

選手は、角口隆司さん( 小金) と鈴木千絵子さん( 古

ヶ崎) で、種目は2 人とも水泳です。

8 月29日に2 人そろって市長を訪問したときには、市

長から激励を受け、大会に臨む決意を力強く語っていま

した。

ま
つ
ど
文

学
散
歩
水
原

秋
櫻
子

「
葛
飾
」

水
原
秋
柳
子
は
、正

岡
子
規
、
高
浜
虚
子

に
続
く
近
代
俳
句
の
巨
星
で
す
。
東
大
医

学
部
を
卒
業
し
昭
和
医
学
専
門
学
校
教
授

な
ど
を
務
め
、
病
院
を
経
営
し
つ
つ

、
初
め

高
浜
虚
子
の
門
下
に
入
り
、
阿
波
野
胃
畝
。

山
口
誓
子

、
高
野
素
十
と
と
も
に

虚
子
門

下
の
四
S
と
呼
ば
れ
、
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
な
ど
で
活

躍
し
ま
し

た
。

昭
和
六
年
に
主
催
す
る
「
馬
酔
木
」
に
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
客
観
写
生
を
批
判
す

る
「
自
然
の
真
と
文

芸
上
の
真
」
と
題
す
る

論
文
を
発
表
し
、
主
観
的
写
生
を
主
唱
し
、

新
興
俳
句
運
動
の
口
火
を
切
り
ま
し
た

。

し
か
し
、
連
作
俳
句
な
ど
で
昭
和
俳
句

に
新
風
を
吹
き
込
み
ま
し
た
が
、
急
進
的

な
人
た
ち
の
季
題
の
な
い

俳
句
や
口
語
体

な
ど
に

対
し
て
は
、
季
題
、
定
形
、
文
語
の

遵
守
を
主
唱
し
ま
し
た
。

戦
後
、
医
業
を
廃
し
て
俳
句
に

専
念
し
、

自
然
詩
人
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
、
虚
子

の
死
後
は
俳
句
界
の
大
黒
柱
的
な
存
在
と

し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

秋
櫻
子
に
と
っ
て
葛
飾
地
方
は
、
幼
少

の
こ
ろ
か
ら
の
親
し
み
や
す
い

土
地
で

、

国
府
台
や
真
間
、
柴
又
、
江
戸
川
な
ど
「
郷

愁
に

似
た
夢
と
現
実
の
二
重
に
展

開
さ
れ

た
吟
行
地
(
石
田
波
郷
解
説
)
」
で
あ
り
、

「
葛
飾
」
に
は
、
こ
こ
を
舞
台
と
し

た
佳
句

が
多
く
、
秋
櫻
子
俳
句
の
古
典
と
し
て

、
自

然
の
新
し
い
と
ら
え
方
で
俳
壇
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

数
多
い

自
作
解
釈
、
注
釈
本
を
抜
粋
し

た
「
自
句
自
解
」
か
ら
、
「
葛

飾
」
の
中
の

句
と
、
矢
切
の
田
園
風
景
と
思
わ
れ
る
も

の
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

秋
耕
や
あ
ら
は
の
墓
に
手
向
花

(
大
正

十
五

年
作
)

田

畑
を

耕
す
の
は

、
俳
句
で

は
春
季
の

こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し

実
際
に
は

秋
日

和
の
田
畑
に

も
耕
人
を
よ
く
見
か
け

る
。
こ

れ
が
「
秋
耕
」
で

あ
る
。

あ

る
秋

晴
れ
の
日

に
葛

飾
へ

出
か

け

た
。
鴻
の
台
の
里
見
公
園
か
ら
江
戸
川
の

堤
に
下
り
、
川

甚
の
対
岸
ま
で

歩
い
て

渡

舟
に
乗
っ
た
。
畑
に
は
耕
人

が
沢
山
出
て

い
た
。
そ
う
し
て
ひ
と
つ

畑
の
隅
に
、
何
も

囲
ま
れ
な
い
四
、
五
基
の

墓
が
あ
り
、
誰
が

供
え
た
も
の
か
、
紅
の

花
が
挿
し
て

あ
っ

た
。
そ
の
紅
の
手
向
花
こ
そ
は
こ

の
句
の

詩
因
で

、
一
点
の
雲
も
な
い
好
晴
を
こ
れ

一
つ
で

代
表
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

帰
っ
て
か
ら
こ

の
句
を
発
表
す
る
と
、

同
行
し
た
友
達
の
多
く
は
「
そ

ん
な
墓
な
ど
見
な
か
っ
た
」
と

い
う
。
い
わ
ん
や
紅
の
手
向
花

を
や
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
「
た

し
か
に
見
た
。
見
な
い
と
い
う

・

の
は
観
察
が
お
ろ
そ
か
な
の
だ
」

と
言
い
返
し
て

、
と
う
と
う
水

掛
論
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、

実
際
は
作
者
の

幻
想
で
あ
っ
て

も
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。
た

だ
こ

の
句
で

、
秋
晴
れ
の
天

地

が
は
っ
き
り
と
読
者
に
印
象
さ

れ
れ
ば
、
そ
れ
で
作
者
は
満
足

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

(「
自
句
自
解
」
)

(
市
立
図
書
館
)

矢切の田園風景
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